
 

  

 11 月 19 日(土)、20 日(日)の 2 日間で文理の最大の行事である紅葉祭が行われました。クラスそ

れぞれの特色を活かした展示が完成しましたね。1 組では「Project Stars」を屋号に、宇宙をイ

メージしたものを装飾して、常にたくさんの参加者でにぎわっていました。2 組の「おかしのお

うち」では、大きなハートの中での撮影スポットはとても評判になっていました。3 組の

「BAZOOKA‼」では、空気砲に熱中している姿が印象的でした。そして 4 組の「TOY STORY 

PARK」では放課後遅くまで残って細かい作業に取り組み、トイストーリーの世界を完成させ、

皆を圧倒していましたね。 

今年度は一人ひとりが準備段階から自分たちで作成計画を立て、それぞれの役割を果たし、そ

れぞれの力を発揮して、どのクラスも昨年度の文化祭を超えるような、更にレベルの高い展示に

なりました。このように素晴らしい出し物も文化祭当日を迎えるまでは、「果たして上手く出来上

がるのだろうか。」とか、「来場者は自分たちの教室に来てどんな反応をしてくれるのだろうか。」

など不安な要素の方が多かったと思います。毎日遅くまで残って展示の準備をしたことも、素晴

らしい笑顔で接客したことも良い思い出になったでしょう。たくさんの来場者が自分たちの企画

を心から楽しんでいる姿を見ることで、準備に大変だったことも全て吹き飛び、「やってよかっ

た。」という充実感に変わったことでしょう。この想いは、いつまでも皆さんの心に残ります。人

は他の人のために何かをするとき、その努力が理解され、その人に満足され、喜ばれることで、

大きな充実感を得られます。これは、これから先の未来に皆さんが経験することになる様々な仕

事にも関係することです。 

私は文化祭の中でこの充実感を皆に経験して欲しいと思っていました。来年の文化祭では今年

の経験を元に、より良いものを作成し、更に素晴らしいものになること、そしてより大きな充実

感を得られる文化祭になることを願っています。 

 最後になりますが、当日はたくさんの保護者の皆様にご来場いただき本当にありがとうござい

ました。この行事を通して生徒たちは更に多くの経験を積むことが出来ました。来年はいよいよ

高校生活最後の年となりますが、これからも温かいご支援のほどよろしくお願い致します。 

2 学年主任・2組担任：鈴木 茂彦 

 

 一年時には叶わなかった、ゲーム企画とステージ発表が実施されましたね。来年度は進

路活動と両立しながら準備を進めていくことを考えると、今年度の文化祭に懸ける想い

は、より一層強かったことでしょう。そういった一人ひとりの内に秘めた想いが存分に発

揮された、まさに今年度のスローガンに相応しい文化祭になりました。本当にお疲れ様で

した。 

副主任・1組担任：内野 慎一朗 

 

 初めての体験型企画は、装飾だけでなく受付やゲーム説明などの接客があり、昨年度以

上に考えなければいけないことがある為、その大変さに悩むことも多かったと思います。

その中で積極的に参加し、試行錯誤しながらも君たち自身が全力で楽しんだからこそ、文

化祭を成功で終えることが出来ました。今回の経験を忘れずに今後の学校生活を過ごして

下さい。 

3 組担任：玉谷 圭 

 

 やれること、出来ることが増えた今年の紅葉祭。どのクラスも最高の出し物で、思わず私

も楽しんでしまったのは言うまでもありません。準備期間の姿、当日の接客している姿、ス

テージ発表や動画での発表している姿…昨年度とは違い、頼もしい皆さんの背中がそこには

ありました。来年度はさらにパワーアップした姿で、紅葉祭を盛り上げましょう！ 

4 組担任：河上 美紗 

 

 今年度は、ゲーム企画が設けられ、全クラスが接客したこともあり、昨年度に比べて準

備も当日も大変だったでしょう。しかし、当日はどのクラスでも皆が生き生きとしている

様子が見られました。一人では到底出来ないことも、クラスの皆で協力すれば、本当に大

きなものが出来るということが実感出来たことと思います。この経験を自信として、今後

の学校生活をより有意義なものにしていってください。 

2 学年副担任：松山 麻未 

 

 文化祭が終了しましたが、準備期間から各クラス一丸となって取り組むことが出来たと

思います。思い出に残ることの共通点は、自分がどれだけそこに貢献し、一生懸命に取り

組めたかだと私は思います。高校 3 年間の折り返しはもう過ぎています。ですから、この

文化祭の経験を活かし、後悔が無いようたくさん思い出を作っていきましょうね。 

2 学年副担任：濱谷 優貴 

 

冬季休業：12 月 16 日(金)～1 月 5 日(木) 

6 日(金) 1,2,3 限 LHR 4 限学年集会 《昼食不要》 
11 日(水) 月曜時間割 
14 日(土) 第 3 回英検(希望者) 
18 日(水) 金曜時間割 
20 日(金) 放課後漢検(15:00～16:00) 
23 日(月)～27 日(金) 通信制試験対策 《水曜のみ昼食不要》 
29 日(日)、30 日(月) 通信制試験 
31 日(火) 試験休み 
 



 

 

文化祭実行委員より報告します。 

 

 

 

・皆と力を合わせて、作業をした時間は楽しかった。また、当日の

保護者受付は緊張したが、とても良い経験となった。 

・ステンドグラスを作成することはとても大変だったが、みんな笑

顔で周れる文化祭になったのではないかと思った。良かった。 

・準備が大変だったが、当日までに間に合って良かった。去年とは

来校者の人数も増えたが、楽しさも増えた。 

・友人と協力して、ステンドグラスの制作や階段の飾り付けを行っ

た。細かい作業が大変だったが、素敵な装飾が出来て良かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Project Stars 

 

  

おかしのおうち 

BAZOOKA!! TOY STORY PARK 

2022.11.19･20

号⑱⑱1⑧

⑧⑧ 

⑧⑧ 

 

・文化祭のクイズを考えたり、折り紙で星を作ったりなど、頑

張って工夫したことで、やりがいを感じた。 

・紅葉祭はブルーシート張りや、カッターで段ボールを切る

作業などが大変だったが、楽しかった。 

・初めてのゲーム企画で、ゲストへゲームの説明をした。最

初は緊張したが対応はとても楽しかった。 

・クオリティの高いものを求め、早い段階から 18 時まで残

って頑張った。大変だったが達成感でいっぱいになった。 

。 

 

・多くの生徒や保護者が来てくれて、忙しかったけれど

去年よりも楽しい文化祭だった。接客が一番難しかっ

た。 

・各班で協力して役割分担をしたので、去年よりも準備

がスムーズに行うことが出来て良かった。 

・ハーバリウム作製の接客は本当に難しかった。でも行

っていくうちに慣れてきて、難しさが逆に楽しさへ変

わった。 

・空気砲がすぐに壊れてしまって本当に大変だった。 

 

 

 

 

・これまで親しかった友人との絆を深めると共に、関わり

の少なかった人とも話せて、非常に良い機会となった。 

・初めて行った接客の仕事には緊張したが、とてもやり

がいを感じ、人を楽しませる喜びを知ることもできた。 

・準備期間を通じ、集団で協力をする大切さを学んだ。

また、的確な指示を出す難しさを知る良い機会となっ

た。 

・長い期間、クラス企画と両立して練習を重ねた演劇部

で、当日多くのお客様に披露でき、達成感を得られ

た。 

広報委員 
2-1 河口 陽彦 吉良 灯馬  滝下 寛斗 

 山崎 航平 山田 裕高  吉川 和 

2-2 馬場 翔吾 古島 創   村山 咲羽 

2-3 伊藤 健人 小西 優輝  八尾 龍暉 

2-4 大谷 荘太朗 式田 良洋  鈴木 優斗 

 真柄 光大郎  

 

・完成させるまでには上手くいかないこともたくさんあり

色々あったが、クラス展示が成功で終わって良かった。 

・笑顔で「ようこそ」「ご来場ありがとうございます」など、

受付は難しくてすごく緊張したが、みんなが喜んでくれ

て良かった。 

・去年や今年の反省を考えていくと、来年はもっとこうし

たいという想像ができた文化祭だった。来年はもっと良

い作品にしたいと思った。 

・夜遅くまでする作業の中で、友達と一緒に過ごすことが

出来ただけでなく、それをたくさん楽しむことが出来て

本当に良かった。 

文化祭実行委員より報告します。 


